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第46回 富合町文化祭  展示の部 11月３日～４日　発表の部 11月３日 於 アスパル富合

　午前９時、富合小学校･富合中学校、たから保育園、まこと保育園と富合の子ども達の演奏で開演。発表の部
に357人、展示の部に322人参加。毎日の積み重ねの発表の日。和室には茶席が設けられました。

富合中学校　吹奏楽　　「ブルーバード」「情熱大陸」

雁回まこと保育園　　「飛翔為朝太鼓」　「東京ブギウギ」 浄法たから保育園　「たから太鼓」「太陽にほえろ」「西部警察」

富合小学校　器楽合奏　　「シンコペイテットクロック」

発表の部

舞う

童謡･コーラス･謡曲･吟詠･歌謡吟詠･箏･三味線･津軽三味線･日舞･民舞･フラダンス・
レクダンス･手話ダンス･ギター演奏等

日本舞踊、民舞、フラダンスとそれぞれの楽しみ方で

みんなで楽しく 優雅に堂 と々
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｢富合町｣ の名称について
   熊本市町界町名審議会は 11 月 16 日に開催され、来年 10 月５日の富合町合併特例区終了後消える
｢富合町｣ の名称を残す案を承認し、幸山市長に答申。市が３月議会に提案することになりました。

 合併特例区のとりくみ

平成24年度第８回富合町合併特例区協議会臨時会 日時：平成24年11月14日　午前10時～ 
場所：南区役所　３階　大会議室

書を楽しく 花がある生活　子ども達へ絵手紙もいいですね

報告1   平成23年度富合町老人憩の家指定管理者管理運営の評価結果について
 ○評価の目的
◦管理運営が、施設の設置目的を達成するとともにサービス向上が図られているかを確認。
◦自主性や創造性を発揮し努力した点や改善すべき点等について評価し、その結果を業務に活かす。
○富合町合併特例区の総合評価
◦協定書、仕様書に基づく業務が概ね適切に実施されていた。
◦利用者へのアンケート調査実施や利用者からの相談にも迅速に対応し、サービスの向上に努めた。
◦設備などの点検や維持管理および安全管理に努めていた。
◦収支状況では、会計処理も適正にされていた。
　　今後は、利用者の声を反映させた自主事業や介護予防へ繋がる事業を開催するとともに、

事業の広報活動に取り組み、利用者の増加を図るよう努めてもらいたい。

展示の部 絵画、書道、手芸･工芸、手描友禅、絵手紙、陶芸、写真、生花等

協議1   合併特例区終了後の特例区事業について　　　　　 
○平成25年10月で終了する富合町合併特例区事業（体育祭･駅伝大会･成人式･文化祭･健康

祭･産業祭･ふるさと祭り･さわやか学級･保健事業）について、事業毎に方針案の理由と課題
について検討、協議。

○方針案が廃止事業（健康祭、産業祭、さわやか学級、保健事業）の今後の課題について協議。 
○方針案が継続事業（体育祭、文化祭、駅伝大会、成人式、ふるさと祭り）の課題について協議。   
○本年５月に富合校区自治協議会が設立。今後協力して事業毎の課題を十分に検討していくこ

とを確認。
  ・事務局体制　・スタッフ、ボランティアの確保　・事業費の確保等

協議２  合併特例区終了後の特例区管理施設について
 　　施設名  担当班  　移管先  　　　　課題

富合町健康づくり
総合センター （雁回館）

まちづくり班 スポーツ振興課
◦スポーツ施設と保健施設の利用調整
◦管理方法 （直営又は指定管理）
◦水道料金の確定 （南区役所と雁回館 は同じ貯水タンクを使用している）

富合町雁回公園 まちづくり班

スポーツ振興課
（グラウンド部分）
西部土木センター
河川公園整備課
（都市公園部分）

◦グラウンド外の管理について
◦遊歩道等

富合町屋外運動場 まちづくり班 スポーツ振興課
◦夜間照明農作物被害補償金の継続  について
◦富合中学校部活動使用の取り扱いに ついて
◦駐車場について

富合町老人憩の家
熊本市へ移管後は ｢老人
福祉センター ｣ となる。

福祉班 高齢介護福祉課 ◦年度中途の引き継ぎになる。  管理運営についての検討
◦マイクロバスが廃止になるため、 送迎の対応についての検討

緑川総合運動公園 まちづくり班
西部土木センター
河川公園整備課

◦その他の公園としての廃止について検討
◦廃止後の雑草管理
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正座は当たり前 先輩の指導で指導者はきびしく、やさしく見守っています

芋掘りも楽しみました

 伝える･つなぐ　「木原神楽」
　お正月と10月の六殿宮秋季大祭で子ども達が舞う｢木原神楽｣は今評判です。この神楽の歴史と伝承につい
て、「木原神楽保存会」の平江 透会長に聞きました。
　また、11月12日に練習の様子を撮影させていただきました。礼に始まり、刀と鈴を使い熱心に練習。先輩　
方々より、刀･鈴の扱い方、足の運び、手の動きにきびしい声が飛びます。｢ハイ」と子ども達はきびきびと動き　
ます。木原区民みんなが指導者であり応援者です。平成25年正月の奉納が待ち遠しく、楽しみです。

木原の神楽は、六殿宮の神事芸能として、約830年前から始められ、神事芸能は、本座と新座により伝承さ
れ、神楽は神楽方により伝承された。

六殿宮では、本来、六殿宮独自の神事古楽が伝承されていたが、戦国時代に神領が没収され神社の勢力が衰
微し、神主家も能師も神楽方も廃絶同様の状況の中、六殿宮宮司は、農業と神主として平江家（現在は榊田
家）によって伝承されてきた。また、神楽方は平江･荒木･東野の衆が選ばれて伝承されてきたが、古来の六殿
宮独特の神事古楽は絶えて、熊本地方に広く伝えられていた肥後神楽12座が伝承されるようになった。

昭和の戦時により、神楽方の兵役や戦死により神楽は中断された。

昭和47年、 平江盛男氏の発起によって、笛･太鼓･舞の経験者である荒木義高氏、平江正一氏、平江正氏、平江
七郎氏、荒木行春氏の６名で神楽が復活した。

昭和47年、発起人たちは、木原神楽保存会を立ち上げ、伝統芸能の伝承と
青少年の健全育成･後継者の育成として、小学生、中学生を募集した。

昭和47年当時を１期生として、２期生、３期生と伝承。現在は小学４年生３
名、３年生３名、２年生１名の７名が６期生として神楽の伝承に励んでいる。
冬場は月１回の練習であったが、本年の夏休みより、六殿宮秋季大祭にかけ
ては毎週１回、その後は正月の初奉納に向け月２回の練習を行っている。

木原神楽のはじまり

戦 　 国 　 時 　 代

中　　　　　　　断

復　　　　　　　活

木原神楽保存会立ち上げ

伝　　　　　　　承

今年 正月の奉納

 小岩瀬子ども会の活動　「からいも掘り」  「からいも」は「いきなり団子」に
　６月３日に植えた｢からいも」は地域の方の応援もあり、
りっぱな「からいも」に成長。11 月 10 日に、スコップ、
移植ゴテで芋掘りに挑戦。りっぱな働きぶりでした。

　富合校区社会福祉協議会と児童 ･ 民生委員協議
会では ｢一人暮らしの方へお菓子のプレゼント」
を実施しています。
　11 月は 21 日に、小岩瀬子ども会の ｢からい
も｣ を使って、食生活改善協議会の指導で ｢いき
なり団子｣ を作り、75 歳以上の一人暮らしの方
100 人（希望者）に届けました。

からいもが いきなり団子」に
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富合中学校　「合格田」 で もち米を収穫

富合小学校　「創立50周年記念の集い」

 ｢学習発表会」

　１年生が田植え、２先生が草取り、そして稲刈りは３年生。１株、１株をていねいに刈り束ねました。その後、指導
者の地元農業後継者グループの手で脱穀され、次は12月13日（木）に予定されている全校生徒での「餅つき」で
す。地元農家の水田に｢農地･水環境保全組織」が応援しての企画です。高校受験全員合格をみんなで祈ります。

　現在の富合小学校になるまでのあゆみが紹介され「創立50周年」を祝いました。当時の学校･児童の写真が映
し出されると「アーそうだった。そうだった」と当時をなつかしむ声もありました。

　「創立50周年記念の集い」に続いて学年別の学習発表会。
　１年生から６年生までが練習を重ね、心を合わせて発表。
保護者、地域の人に大きな感動を届けました。１年生は音楽劇

「くじらぐも　～天までとどけ、１，２，３」で、元気な合唱。一
人ひとりの台詞もはっきり、元気に発表。３年生は科学劇「あ
しは何本」昆虫、鳥、ムカデなどのあしの数や体の仕組みを調
べ、手作りの小道具を使って発表。
　２年生は音楽劇「スイミー」。４年生は合唱「エーデルワイ
ス」、合奏「アフリカン･シンフォニー」。５年生は合唱「花」、合奏

「Ｃｏｕｒａｇｅ」。６年生は呼びかけ「平和への誓い」、合奏「手紙
～ＹＥＬＬ」

　三角陽司校長は「これまでのあゆみを偲びながら郷土愛、母校愛を高めあいました。子ども達の将来の夢や希
望、小学校時代の思い出やエピソード、本校の伝統や歴史を綴った『記念誌』を作成する予定です。思い出等をお
寄せください」とあいさつ。現在ある地名が残る学校名、跡地にある記念碑でより身近な歴史になったのではな
いでしょうか。

３年生　元気に演じました １年生　全員　大きな声で　合唱

後列は指導者達です

１年生　開会宣言

今から 138 年前

明治７年 榎津小学校 ･ 釈迦堂小学校

杉島小学校 ･ 小岩瀬小学校

明治８年 大町小学校

明治９年 杉南小学校 ･ 廻江小学校

田尻小学校 ･ 平南小学校

昭和 10 年４月１日 昭和 22 年 昭和 30 年 昭和 38 年

守富尋常小学校 守富小学校 富合南小学校

杉合西部尋常小学校 杉合西部小学校 富合西小学校 　　　富合小学校

杉合東部尋常小学校 杉合東部小学校 富合東小学校
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　「農産物品評会」には 100 点のわが家自慢の農産物が並びました。審査員（ＪＡ宇城営農指導員）
が 1 品 1 品ていねいにチェック。「ごぎゃん立派なやさい！」「見事ですねー！」と人気のコーナーです。

　｢老いを活かす 人生 80 年はあたりまえ」と題し、ピネ
ル記念病院理事長 小笠原 嘉祐先生が講演。先生は精神科

医です。講演の中から一部紹介します。｢老年期が長期化しているのは豊
かさの証です」「高齢化率が７％から 14％まで達する所要年数が速かっ
た。24 年で到達」とそのスピードに財政が追いつかなかったのが問題で
すと指摘。
　「老いたら“物忘れはする。頭に入らない”は当たり前。経験をいか
に活かすかです。そして今生きていることが重要なのです」「平均寿命の
伸びを阻むものに“貧困 ･ 栄養 ･ ストレスがあります。過度のストレスは
健康を害する。しかし、ストレスは生きている限りなくならない」とストレス対処法を教えていただきました。 
　① ｢いい加減｣ を身につける。（いい湯加減の湯を除いたいい加減です）②表現する ･ 発散する　③伝え
る ･ 伝わる　④一人で、いつも背負わない　⑤アバウト思考　⑥待つ　⑦自分のペースを大事に　⑧甘える
⑨うまく忘れる　⑩しなやかに、したたかに  以上 10 項目です。
　うなずくことばかりの講演会でした。みんなで老いを楽しみましょう！ ｢先生ありがとうございました｣

｢いらっしゃいませ」

体成分測定

審査も真剣です

｢おめでとうございます｣

健康祭･産業祭
　｢2012 健康の里フェスティバル」の最後の行事に町内外から約 3,000 人の来場者がありました。富合町
の魅力の一つ農業をアピールし、健康に対する関心もまた強いことがわかった企画です。

　会場には「健康の大切さを知り、健康の輪を広げましょう」と「骨密度･体成分測定･健康チェッ
ク･歯の健康コーナー･高齢者福祉･介護相談所･認知症簡易健診」などが設置されました。

　「あたり」は年令に関係なしにうれしいものです。今年は協賛団体（富合工業団地協同
組合･富合商工会･緑川養殖漁業生産組合･うなぎの徳永･ナフコ富合店）に｢農産物品評

会」への出展品が加わりました。抽選毎に笑顔と拍手があふれた「アスパル富合ホール」でした。｢ありがとうございました｣

「米計量コンテスト 「販売コーナー」
毎年人気コーナー。　
富合町の自慢のお米です。

金･銀･銅賞を紹介します。

野菜、もち、はちみつ、山菜おこわ、辛子れんこん等を商工会、地元生産者、生活研究グ
ループなどが出店。

小笠原先生

 ｢昨日と今朝７時から準備」「１kgはこんくらい？」

講演会

産業祭

お楽しみ抽選会

催しもの

健康チェック 歯の健康コーナー 保育園児の将来の夢

金賞の「レンコン」です

金賞　レンコン　   　志垣　　啓　（小岩瀬）
銀賞　つくね芋　   　守川　富雄　（田　尻）
銀賞　ブロッコリー　木村　優子　（硴　江）
銅賞　白菜　     　　 石田　和夫　（上　杉）
銅賞　大根　     　　 緒方　安子　（大　町）
銅賞　長ネギ　   　　大森　幸子　（大　町）

（敬称略）
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　｢雨の駅伝になりました。精一杯走ってください」と村﨑
特例区長の激励後､午前９時30分に10区間､18.3ｋｍでの
大会は富合小学校グラウンドをスタート。今回の参加は20
チーム。（区参加11、一般１､富合中学校部活動８チーム）

　小雨が降り続く中での大会、走る前のアップ、そして、身体を冷やさないようにと走る前の準備が大変でした。
大町区のアンカー朴炯奎さんは富合町駅伝は初めての参加。優勝テープを切ったときの感想を聞きました。

「きつかったです。みんなのお陰です。楽しかったです。うれしかったです」とだんだん笑顔に。まずは参加、そし
てタスキをつなぐ喜びです。地域づくりです。区の体育委員、スタッフ、関係者の皆さんお疲れ様でした。

富合の若い力

第44回富合町駅伝大会大町区３連覇

12･１月行事予定
12 月 26 日 人権相談 1 月 8 日 心配ごと相談

27 日 資源ごみ拠点回収 9 日 人権相談
1 月 10 日 資源ごみ拠点回収 15 日 行政相談

　６年前就農。米と茄子を両親と一緒に栽培。農業に
ついての想いはの質問に「農業を楽しんでいます」と
即答。また、減農薬など安全な農産物をと心がけてい
ます。「休日は」の問いには「子ども達のサッカーの応
援」やさしいお父さんの顔を見せてくれました。

茄子の出荷 始まりました

髙濱　利行さん（志々水）

　５年前、熊本に帰り就農。米と電照菊を両親と栽
培。「菊が病気をせず、元気に育ち出荷後、消費者に
喜んでもらえれば最高です。11月末から出荷が始
まり、来年４月まで続きます」と菊に愛情を感じま
す。電照菊は富合の、莎崎の自慢です。

このハウスは今から開花です

後藤　誠さん（莎崎）

日　　　時　　平成25年１月１日 　午前11時
集 合 場 所　　老人憩の家（木原）◎雨天中止です。
問い合わせ　　富合町野外活動研究会
　　　　　　　田中忠義（廻江）  電話 358－1251

日　　時　平成25年１月13日（日）午前10時開式
場　　所　アスパル富合ホール
内　　容　新成人の主張・茶話会・記念品贈呈等

◎富合中学校卒業生名簿で案内をしています。富合町に
転入された方で成人式への参加を希望される方はご連
絡ください。和やかで、楽しい式です。お待ちしています。

連 絡 先　富合町公民館  電話357－4580

成人式開催

優　勝  大　町   １時間 08 分 43 秒
準優勝  木　原   １時間 09 分 01 秒
３　位  榎　津   １時間 10 分 51 秒
躍進賞  榎　津 宣言タイム  莎崎

区間賞 （敬称略）
１区1.2k 小学生 石原利玖 清藤 ４分10秒  ６区 1.0k 女子 田中　あみ 新 ３分10秒
２区2.0k 中学生 坂本　仁 清藤 ６分47秒  ７区 1.7k 一般 田中　浩治 杉島･鳥場 ５分36秒
３区3.0k 中学生以上 楠　晃治 大町 10分28秒  ８区 1.7k 中学生以上 坂本　大晟 清　藤 ７分01秒
４区2.3k 中学生以上 志水雅樹 小岩瀬 ８分20秒  ９区 2.6k 16歳以上 中野　直明 大　町 ８分50秒
５区1.2k 一般 木村裕貴 大町 ４分16秒 10区 1.6k 40歳以上･女子 渡辺　哲雄 杉島･鳥場 ５分11秒

優勝おめでとうございます

大町　ゴール「ヨーイドン 」　スタートです。開会式　富合の顔、顔、顔

正月登山 木原山に登りませんか。楽しいゲームも！成人式案内 　富合校区
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